
図1　CUDA Cプログラムの基本構造

ホスト・ルーチン ホスト（ARMコア） デバイス（GPU）

初期設定など

（1）デバイス側メモリを確保
（2）ホスト側メモリからデバイス側メモリヘのデータ・コピー

（5）デバイス側メモリからホスト側メモリヘのデータ・コピー
（6）デバイス側メモリを開放

（3）デバイス側カーネルをコール（GPU内に複数スレッドを生成）

（4）デバイス側の全スレッドが完了するまで待つ
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デバイス側メモリの値を元に
各種演算処理を実行し，
結果をデバイス側メモリに格納

終了

#include <cuda_runtime.h>

int main(void)
{
    ...... 
(1) cudaMalloc((float**)&dData, nBytes);
(2) cudaMemcpy(dData, hData, nBytes, cudaMemcpyHostToDevice);
    ......
(3) GPU_Kernel <<<grid, block>>> (dData, nBytes);
    ......
(4) cudaDeviceSynchronize();
    ......
(5) cudaMemcpy(hData, dData, nBytes, cudaMemcpyDeviceToHost);
(6) cudaFree(dData);
    ......
    return 0;
}

#include <cuda_runtime.h>

__global__ void GPU_Kernel(float *dData, int nBytes)
{
  int posX = threadIdx.x + blockIdx.x * blockDim.x;
  int posY = threadIdx.y + blockIdx.y * blockDim.y;
  ...
}

10−1　CUDA Cプログラミングの
基本的な考え方

● CUDA Cプログラムはホストとデバイスから構成
される
　CUDA Cプログラムの基本構造を図1に示します．
またCUDA関連の代表的な用語を表1に示します．
　CUDA Cプログラムは，基本的にメインCPU（ARM
コア）側のプログラムと，GPU側のプログラムを分け

　NVIDIA社のGPU向けの汎用並列コンピューティ
ング開発環境として代表的なものにC/C++言語を
ベースにしたCUDA C（CUDA：Compute Unified 
Device Architecture；発音はクーダ）が用意されて
います．CUDA CはNVIDIA社のGPU用のプログ
ラム環境ですが，1つの共通の概念モデルの上でプ
ログラム開発ができるため，GPUのアーキテクチャ
や種類の違いを意識する必要がありません．本章で
は，CUDA Cの基本的な文法と使い方を解説します．

【セミナ案内】Linuxを利用した組み込みシステムの開発［講師による実験実演付き］
―― 操作法からデバイス・ドライバ作成，ROM化の事例

【講師】海老原 祐太郎 氏，8/20（火）～ 21（水） 40,000円（税込み）
https://seminar.cqpub.co.jp/　
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